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「若者の居場所」の振り返り
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2022 目標と展望の意味が分からず、ワークシート
の作成に専念。
「居場所のフォトコンテストをしてマップ化」へ
頭でっかちで、やりたい想いばかり、行政に望むことばかり専攻して、無いものねだり

でいました。自分事で何ができる？やっとそのスタート地点に皆で立てました。

2023 Ｘで発信 Xアカウントで@team_ibasho
＃伝える見つけるで居場所の情報をポスト

（課題）
・Ⅹで継続する難しさ
・一時的に注目度が上がっても一過性のものである



2024「居場所チーム」
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挙がった問題点

若者の居場所は家
や学校に

限られやすい

学生同士が
繋がれる場所が

少ない

学生が
放課後に行ける
場所がない

上田市には若者の居場所が少ない？

実は、上田市内に
若者の居場所はたくさんある

検
証



話し合いのテーマ
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新たな問題点

・居場所はあるが、
若者に情報が届いて
いない

・上田市の青少年行
政が弱い

若者に居場所の

情報を伝えるには、

どうしたら良い？

新たなテーマ

若者に居場所の

情報を伝えるには、

どうしたら良い？

居場所シールを作成し目印にする



展開(案）
2024バージョンの居場所シール
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若者の居場所を
分かりやすくする目印。
居場所や施設、お店の
入り口にシールを貼る。

デザインのゴール
・この居場所楽しそう
・気になる、行ってみたい！



提案したこと 2024

07

上田市内の若者の居場所を
「見える化」しませんか？

心地よい
居場所を
見つける

居場所を
知る

居場所ステッカー
を通じて 上田市に

良いイメージ
を持つ



（2024提案）上田市内の若者の居場所を
「見える化」しませんか？

⇓

提案だけでは終わらせたくない！
⇓

問いかけを「2025実践プロジェクト」へ
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本来の未来会議から ⇒

飛び出して、実践型のプロジェクトへ

別日に犀の角やまちなかキャンパスを利用しミーティングへ 09



実践していくために話し合った事
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共通課題

・居場所はあるが、
若者に情報が届いて
いない

・若者に居場所の
情報を伝えるには、
どうしたら良い？

若者の声を反映できた

いない。当事者の声を

集めることが必要

新たな視点

高校生にアンケート調査実施する



Step１ あなたの「居場所」教えてアンケートを実施（回答470名）
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Step１ あなたの「居場所」教えてアンケートを実施（回答470名）
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15

続々と学生が求める居
場所のアンケート結果
からおすすめの居場所
が集まってきました。

・おすすめの場所
42か所

・公共施設
公民館 図書館

などなど

大人たちへ⇒高校生・大学生にお勧めしたい居場所アンケートも実施



アンケートを基に居場所シール原案を作成
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Step2 ステッカーデザイン決定に、学生投票真っ最中！
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現在 ①と③のデザインが人気です！
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居場所リスト作成中！

⇒掲載許可を取りに手分けで、お店や施設へ依頼周りを現在実行中( ‘o’ *) ₃ ₃



これからの展開・展望

「居場所ステッカー」「学生アンケート結果」
「居場所ガイド」を市内の施設や高校・大学へ設置
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ステッカー・居場所リストの印刷
・市民ICT推進センター（愛称：iプラザ)等に制作協力を依頼予定

「信州上田若者ウエルカムマップ」

居場所の情報をマップ化して発信(妄想中）
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居場所や施設、お店に
ステッカーを貼っていただき
学生に周知と入りやすく誘導

市内の施設や高校・大学へ設置
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「信州上田若者ウエルカムマップ」

居場所の情報をマップ化して発信



『番外編』長野県主催のまちむら寄り添いファシリテータ養成
講座vol.８ 実践事例で発表させていただきました。
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出典：開催レポート（県HPより）



これからの働きかけ
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学生アンケート結果を貴重な情報を元に
公共施設・民間施設へ働きかけ

「学生が求める居場所の居心地よさをアップ🆙」

（例）
・上田市の青少年行政とのタイアップの可能性を探る
・公民館、図書館等への働きかけ
・民間施設へ協力も仰ぎ、協働できることの市への働きかけ



気づきと課題
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〇大型ショッピングモールのフードコートは、学生たちにとったらとて
も心地よい居場所であるが、本来の目的はお客様の食事の場所であり、
厳しい現実に直面している。また、上田は他地域に比べて学生の利用が
多いほうであると伺った。

万が一、フードコートの利用制限がかかると学生の自習するなどの居
場所が少ない上田において、実習難民化することは免れない。

〇運用資金⇒上田市活力ある支援金 長野県元気づくり支援金
などの資金を得て、継続事業へと。

〇ボランティアベースだけでは、持続可能ではない。
〇マンパワー不足



まとめ

若者の居場所
を

「見える化」

若者がそれぞれ

「心地よい場所」を

見つける

学生が楽しめる町

若者が戻ってきたい町上田
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